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統合報告アドバイザリー

統合報告書作成支援

統合報告では、財務情報・非財務情報の中から開示すべき重要な情報を特
定し、戦略策定から業績報告に至るまでを、ストーリー性を持って表現す
ることが重要です。KPMGは、投資家等の情報利用者が必要としている情
報を簡潔かつ適切に開示するため、開示方針の検討支援から、価値創造ス
トーリー作成、統合報告書の企画構想を支援します。

統合報告は、持続的な企業価値創造に関する組織内外に
おけるコミュニケーションプロセスです。

統合報告を通じたよりよい企業報告を目指す取組みにおい
ては、統合的思考にもとづく経営改善と統合報告書作成、
そして対話の3つをバランスよく連携させることで、企業
価値創造につなげていくことが大切です。

統合報告の取組みに向けた研修提供

統合報告書作成に先駆けて、研修等により社内の幅広いセクションを巻き
込むことにより、組織横断的な取組みにつなげることができます。特に
トップマネジメントの理解と実行力が、プロジェクトの成功には不可欠と
言えます。

KPMGは、統合報告の実現に向け、トップマネジメントや主要参画者の共
通理解を促し、組織横断的な取組みにつなげるべく、企業のニーズに合わ
せた効果的な研修をテーラーメードで企画・実施します。

KPMGは、企業のニーズや現状、期間に応じ、多様なサービスを柔軟
に組み合わせて提供することにより、企業が目指す統合報告書の実現
を支援します。
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モニタリング

KPMGの持つ幅広いネットワークを活用し、国内外の機関投資家をはじめとし
た、さまざまなステークホルダーとの有益なコミュニケーションを支援します。

エンゲージメント対応支援

企業価値の向上のためには、さまざまなステークホルダーとの適切な関係構築が不可欠
です。KPMGは、ステークホルダーの価値向上も意識しながら、戦略的なコミュニケー
ションの基礎となる方針策定から、ビジネス展開のための重要な関係者の特定、中長期
的な企業価値創造の実現を目指したエンゲージメント活動の実践を、企業経営との統合
的思考をベースに支援します。

マテリアリティ分析支援

ステークホルダーの関心事を意識しつつ、
企業にとって価値創造を実現していくため
に重要な事象は何かについて分析し、企業
の対処すべき方向性の可視化を支援します。

KPI導入・モニタリング導入支援

的確な経営理解と経営判断を支援する財
務・非財務KPIの選定および、新たに導入
したKPIを含むモニタリングプロセスの改
善までを、幅広く支援します。

統合報告書作成支援だけでなく、統合報告を通じた企業の価値創造の実現に向
けた多様なサービスを、グローバルかつワンストップな体制で提供できるのが
KPMGの強みです。
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KPMGサステナブルバリューサービス・ジャパンは、
持続可能な社会の実現に貢献し、企業の中長期的な
価値向上の実現につながる施策や取組みを多方面かつ
包括的に支援するためにKPMGジャパン内に組成され
た組織であり、あずさ監査法人、KPMGあずさサステ
ナビリティ、KPMGコンサルティング、KPMG FASの
プロフェッショナルで構成されています。

KPMGサステナブルバリュー
サービス・ジャパン
sustainable-value@jp.kpmg.com

本リーフレットで紹介するサービスは、公認会計士法、独立性規則及び利益相反等の
観点から、提供できる企業や提供できる業務の範囲等に一定の制限がかかる場合があり
ます。詳しくはあずさ監査法人までお問い合わせください。
ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置かれている状況に対応するものではありません。
私たちは、的確な情報をタイムリーに提供するよう努めておりますが、情報を受け取られた時点及びそれ以降においての正確さは保証
の限りではありません。何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報のみを根拠とせず、プロフェッショナルが特定の状況を綿密
に調査した上で提案する適切なアドバイスをもとにご判断ください。
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